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◇
全
戦
没
者
を
悼
み
平
和
を
願
う
つ
ど
い
二
〇
二
一 

八
月
五
日
（
木
）、

『
全
戦
没
者
を
悼
み

平
和
を
願
う
つ
ど
い

二
〇
二
一
』
が
開
催
さ

れ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

後
の
《
平
和
》
を
願
っ

て
と
い
う
テ
ー
マ
で

開
催
し
本
年
も
昨
年

に
続
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
規

模
を
縮
小
し
て
開
催
。 

ま
た
、
自
宅
で
も
視
聴
を
し
て
も
ら
お
う
とY

o
u

T
u

b
e

ラ
イ

ブ
配
信
も
行
い
、
第
一
部
「
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」、
第
二
部
「
平

和
を
願
う
つ
ど
い
」
が
当
日
来
場
者
約
三
十
名
及
びY

o
u

T
u

b
e

ラ
イ
ブ
配
信
で
は
八
十
回
余
り
の
視
聴
が
あ
っ
た
。
第
一
部
で

は
森
尾
淳
章
教
務
所
長
の
調
声
の
も
と
、
礼
拝
堂
に
て
参
加
さ

れ
た
方
々
全
員
が
正
信
偈
の
お
勤
め
中
に
焼
香
を
さ
れ
た
。 

第
二
部
で
は
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
《
平
和
》
と
宗
教
の
役

割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長

の
島
薗
進
さ
ん
の
講
演
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行
っ
た
。
島
薗
さ

ん
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ

り
諸
外
国
で
医

療
崩
壊
が
起
き
、

入
院
が
で
き
な

く
な
り
自
宅
療

養
が
増
え
て
い

る
と
言
わ
れ
た
。

日
本
で
も
同
じ

く
災
害
や
事
故

の
現
場
で
行
わ

れ
て
い
る
ト
リ

ア
ー
ジ
（
傷
病
者
を
選
別
）
が
病
院
内
で
行
わ
れ
、
高
齢
者

へ
の
人
工
呼
吸
器
装
着
の
断
念
を
暗
に
迫
ら
れ
た
り
、
適
切

な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
人
口
が
集
中
す
る
大
都
市
で
感

染
が
拡
大
し
、
感
染
症
対
策
の
面
で
も
都
市
の
脆
弱
さ
を
浮

き
彫
り
に
し
た
と
言
い
、
日
本
で
も
都
市
開
発
に
つ
い
て
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
た
。 

そ
し
て
社
会
的
、
民
族
的
な
出
自
、
宗
教
に
関
わ
ら
ず
全

て
の
人
が
無
条
件
に
歓
迎
さ
れ
る
ド
イ
ツ
の
ホ
ス
ピ
ス
を 
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紹
介
し
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
い
て
ケ
ア
の
意
義
が
高
く
評
価
さ

れ
る
機
会
と
な
っ
た
と
こ
と
や
、
ケ
ア
の
仕
事
や
活
動
は
す
べ
て
の
い
の
ち

を
受
け
入
れ
、
支
え
る
姿
勢
を
倫
理
的
基
盤
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

言
わ
れ
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
世
界
で
は
ケ
ア
の
重
要
性
を
示
し
、

互
い
に
支
え
あ
う
社
会
に
向
か
っ
て
行
く
べ
き
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
参
加
さ

れ
た
方
か
ら
、「
危
機
の
中
で
こ
そ
政
治
家
だ
け
で
な
く
宗
教
者
の
姿
勢
が
問

わ
れ
る
」「
弱
い
立
場
の
人
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
優
し
い
社
会
で
な
い
日
本
。

将
来
が
あ
ぶ
な
い
」「
講
演
内
容
も
良
好
で
オ
ン
ラ
イ
ン
も
良
か
っ
た
。
今
後

も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。 

※
全
戦
没
者
を
悼
み
平
和
を
願
う
つ
ど
い
二
〇
二
一
の
模
様
は
九
月
末
日

ま
で
、Y

o
u

T
u

b
e

内
に
て
配
信
致
し
て
お
り
ま
す
。『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
高

岡
教
区
教
務
所
』
と
検
索
し
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。 

 

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る 

 

教
区
行
事
延
期
の
お
知
ら
せ 

 

 

さ
て
、
昨
今
の
報
道
で
ご
承
知
の
通
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
富
山
県
内
に
お
い
て
も
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
よ
り

も
強
力
な
感
染
力
を
持
つ
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染
が
急
拡
大
し
、
病
床
も
逼

迫
し
て
い
る
昨
今
の
状
況
を
鑑
み
、
左
記
行
事
の
開
催
を
延
期
と
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

延
期
後
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
再
調
整
の
上
、
改
め
て
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

一
．
延
期
が
決
定
し
た
研
修
会
等 

①
僧
研
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
（
八
月
二
十
六
日
） 

②
仏
婦
・
寺
女
合
同
実
践
運
動
研
修
会
（
八
月
二
十
七
日
） 

③
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会
（
九
月
一
日
） 

④
布
教
団
実
践
運
動
研
修
会
（
九
月
二
日
） 

⑤
第
一
回
僧
侶
研
修
会
（
九
月
十
三
日
） 

⑥
第
二
回
僧
侶
研
修
会
（
九
月
二
十
四
日
） 

⑦
第
三
回
僧
侶
研
修
会
（
九
月
二
十
五
日
） 

⑧
中
央
教
修
修
了
者
の
つ
ど
い
（
十
月
二
日
） 

二
．
そ
の
他 

 
 

そ
の
他
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
高
岡
教
区
教
務
所
（
電
話
〇
七
六
六

‐

二
二‐

〇
八
八
七
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以 

上 

 

           

☆お知らせ☆ 
 

高岡教務所では今年度もカレンダ

一の注文を受け承ります。お電話で注

文頂ければご寺院宛に配達を致しま

す。 

※担当の北鹿渡までご連絡ください。 

 

○法語カレンダー   150円 

 

○ほのぼのカレンダー 150円 

 

○月々のことば    700円 

 

○心に響くことば   120円 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

―

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
の
寺
院
活
動―

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
引
き
続
き
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。
従
来

の
ウ
イ
ル
ス
よ
り
も
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
の
出
現
も
あ
り
、
新
規
感
染
者
数
は

八
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
全
国
で
過
去
最
高
記
録
を
連
日
の
よ
う
に
更
新
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
毎
日
何
千
人
単
位
の
新
規
感
染
者
数
を
出
し
て
い
る
都
市
部
や
そ

の
近
郊
で
は
医
療
体
制
の
ひ
っ
迫
が
叫
ば
れ
、
入
院
が
必
要
な
症
状
で
あ
っ
て
も
受

け
入
れ
先
が
見
つ
か
ら
ず
に
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
数
報

告
さ
れ
、
東
京
で
は
事
実
上
の
医
療
崩
壊
状
態
に
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
ほ
ど

の
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
九
月
に
入
り
新
規
感
染
者
数
は
全
国
的
に
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。 

こ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
教
区
の
僧
侶
研
修
会
（
全
三
回
）
、
布
教
団
実
践
運
動
研

修
会
、
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会
な
ど
の
諸
行
事
も
延
期
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
教
区
行
事
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
組
活
動
や
寺
院
活
動
や
各
組
の
教
化
団
体

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
九
月
以

降
か
ら
活
動
を
本
格
化
す
る
予
定
で
あ
っ
た
組
や
教
化
団
体
に
は
大
き
な
打
撃
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
折
し
も
寺
院
報
恩
講
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
各

寺
院
の
ご
住
職
方
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

今
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
寺
院
活
動
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
調
査
し
、
今
後
の
教
区
活
動
の
立
案
に
資
す
る
た
め
に
教
区
内
全
寺
院
を
対
象
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
う
寺
院
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

と
い
う
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
組
長
事
務
所
を
通
じ
て
各
寺
院
に
ご
依
頼
し
、

二
百
八
十
八
カ
寺
中
、
八
十
四
％
に
当
た
る
二
百
四
十
二
カ
寺
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
中
の
昨
年
度
の
報
恩
講
に
関
す
る
設
問
で
は
、「
中
止
」

と
い
う
回
答
が
三
十
カ
寺
で
約
十
二
％
、「
変
更
・
短
縮
」
が
百
八
十
二
カ
寺
で
約
七

十
六
％
、「
例
年
通
り
」
と
の
回
答
は
二
十
二
カ
寺
で
約
九
％
、
無
回
答
が
七
カ
寺
で

約
三
％
と
、
実
に
回
答
の
七
十
五
．
五
％
が
「
変
更
・
短
縮
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
変
更
・
短
縮
」
の
内
容
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
（
複
数
回
答
可
）
お
斎
の
中

止
・
変
更
（
持
ち
帰
り
な
ど
）
が
最
多
で
百
五
十
七
カ
寺
で
約
八
十
六
％
、
次
い
で

「
座
数
の
減
少
」
が
百
二
十
七
カ
寺
で
約
七
〇
％
、「
自
坊
つ
と
め
」
が
五
十
九
カ
寺

で
約
三
十
二
％
、「
寺
院
招
待
（
参
り
か
い
）
を
減
ら
し
た
」
が
五
十
七
カ
寺
で
約
三

十
一
％
、「
勤
行
の
み
」
が
二
十
四
カ
寺
で
約
十
三
％
で
し
た
。
昨
年
の
九
月
中
旬
か

ら
十
二
月
中
旬
ま
で
は
富
山
県
内
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
感
染
者
が
出
て
い
な
い
状

況
で
し
た
が
、
多
く
の
寺
院
で
は
感
染
対
策
を
念
頭
に
、
様
々
な
変
更
や
対
応
を
し

な
が
ら
手
探
り
の
中
で
報
恩
講
を
お
勤
め
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

さ
て
、「
報
恩
講
や
祠
堂
経
な
ど
の
延
期
・
中
止
・
日
程
変
更
の
際
は
ど
の
よ
う
な

手
続
き
で
行
い
ま
し
た
か
」
と
い
う
設
問
で
は
「
総
代
会
や
役
員
会
と
の
合
議
・
相

談
の
上
で
決
定
し
た
」
と
の
回
答
は
三
〇
％
に
満
た
ず
、「
住
職
が
決
定
し
、
総
代
に

了
解
を
取
っ
た
」
が
約
四
十
二
％
「
総
代
に
了
解
を
取
ら
ず
に
住
職
が
決
定
し
た
」

が
約
二
〇
％
と
実
に
六
割
強
が
「
住
職
の
み
で
決
定
し
た
」
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
事
な
行
事
で
あ
っ
て
も
総
代
や
役
員
に
相
談
せ
ず
に
住
職
が
決
め
る
と
い
う
傾
向

が
見
て
取
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
寺
院
に
お
け
る
最
終
的
な
責
任
者
は
住
職
で
あ
り
、

ま
た
各
寺
の
事
情
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
知
ら
な
い
う
ち
に
中
止
が
決
ま
っ
て
い
た
」「
延
期
・
中
止
を
一
方
的
に
伝
え
ら
れ

た
が
何
を
基
準
に
ど
こ
で
決
ま
っ
た
の
か
」
と
門
信
徒
や
総
代
の
方
か
ら
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
れ
は
寺
院
活
動
だ
け
で
な
く
組
活
動
に
対
し

て
も
門
信
徒
か
ら
同
様
の
声
が
あ
り
ま
す
。
意
思
決
定
と
意
思
疎
通
の
あ
り
方
は
検

討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と
い
え
ま
す
。 

今
年
は
昨
年
よ
り
も
厳
し
い
状
況
の
中
で
報
恩
講
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
行
事
を
し
、
交
流
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
が

中
々
難
し
い
状
況
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
門
信
徒
や
総
代
・
世
話
役
と
の
相
談
や
、

意
思
疎
通
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 

【
高
岡
教
区
主
幹 

岡
西
好
持
】 
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◇これからの日程（9/13～10/23）◇ 

 

 ９月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

  

13 

14 

16 

 

18 

 

 

24 

25 

27 

30 

 

10月 

１ 

８ 

 

14 

23 

僧侶研修会（延期） 

常例法座 

 

 

千鳥ヶ淵全戦没者法要

（宗派による web配信） 

※教区行事なし 

僧侶研修会（延期） 

僧侶研修会（延期） 

公聴会（DVD放映） 

 

 

 

 

 

 

常例法座 

 

 

北同推研修講習会（富山） 

（延期） 

 

 

 

 

 

 

教誨師研修会（web） 

 

 

連区総代会（web） 

講社役員会 

仏婦執行部会 

 

全 国真宗 青年 の集 い

(web) 

 

     

     

      

    

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 
お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかが

でしょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下

さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 
・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 

【西本願寺高岡会館１０月の常例法座】 

ご講師：圓  山  望 師 

（氷見組法順寺住職） 

ご講題：『 ナ ー モ と 帰 命 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どうぞ

お誘いあわせてお参りください。  

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 5:35～5:45 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

◎10／２（土）：野瀬 善隆氏 

（親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要 

中央法要事務所教化本部本部長） 

「2 02 3 年 慶 讃 法 要 について」  

◎10／９（土）：原田 光生氏 

（親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要 

中央法要事務所総務本部長） 

「2 02 3 年 慶 讃 法 要 について」  

□10／10（日）：未  定 

（高岡教区） 

◎10／16（土）：玉井 昭英氏 

（親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要 

中央法要事務所法要庶務本部長） 

「2 02 3 年 慶 讃 法 要 について」  

◎10／23（土）：玉井 昭英氏 

（親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要 

中央法要事務所法要庶務本部長） 

「2 02 3 年 慶 讃 法 要 について」  

□10／24（日）：未  定 

（高岡教区） 


